
2015.2月号 No.124

No.123-124 編集広報担当 東京デザイン課:小林 技術部:福田  設計監理課：松平 営業課:中山

Happy  Valentine！？男性にとっても、女性にとっても、一年のイベントの中に意外と大きく
存在感を出すバレンタインが間もなくやってきます♪「今年はどんな
チョコを用意しようかな♪」というワクワクする女性陣と、「今年は誰か
くれないかな~」とドキドキする男性陣!正反対なようで、向かう未来は
同じ両者!そう、恋も安全も皆同じ方向を向く事が大切なのです!今年
はどんなドラマが待っていますでしょうか?
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4年程前に訪れて以来2度目の見学となった今回でしたが、あらためて事故の大きさや
520名の尊い命が奪われた悲しさ、事故以降にＪＡＬグループが続けている安全への取
り組みなどを学ぶ貴重な時間となりました。今回一番印象に残っているのが、私たちが
訪れた2011年1月以降に、事故現場近くから当時のものと思われるライフジャケット
が保存状態の良いまま発見されたという事でした。台風の影響で地中に埋まってしまっ
ていたものと思われますが、事故発生から30年が経とうとしている今現在でも、事故を
決して忘れてはいけないというメッセージに感じられて仕方ありませんでした。
遺族は二度と同じような事故を起
さないよう「おすたか」という季刊
誌を発行し続け、ＪＡＬグループで
は「安全宣言」と題して、社員の安
全への誓いを掲示しています。そ
の中で「タイムプレッシャーに負け
ず」「納得するまで確認」という言葉
が非常に多くありました。私たちの
業種にも似た面があることを感じ、
安全への取り組みに妥協してはなら
ないと強く感じました。

１月２８日に安全衛生向上委員会の第５回目の総会が東京
本社で開催されました。
総会では一年間の会計報告、事故状況の分析、当委員会の
活動実績の報告などを行いました。大阪からも３名の委員
が出席し、大阪・東京の情報や意見の交換をすることがで
きました。
昨年、２０１４年は社員の怪我が多発しており、怪我や事故
をなくすためこれらの事例をわかりやすく資料にまとめ、今
後の新人教育などに役立てる予定です。また、来季の活動方
針も決定しましたので、方針に沿って様々な活動をし、安全
対策に取り組んでまいります。
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